
平成 24 年 3 月期 第 1四半期 財務諸表の概要 

平成 23 年 7 月 29 日 

会 社 名  株式会社 大和ネクスト銀行 URL http://www.bank-daiwa.co.jp/ 

代 表 者  代表取締役社長  小出 富城   

問合せ先責任者  取 締 役  対馬 真哉 TEL (03)-5555-6500 

特定取引勘定設置の有無  無 

（百万円未満切捨て） 

1. 平成 24 年 3 月期 第 1 四半期の業績（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 6 月 30 日） 

※ 当社は平成 23 年 4 月に開業しており、前年度実績及び増減率については記載しておりません。 

（1） 経営成績（累計）                                       （％表示は対前年同四半期増減率） 

 経常収益 経常損失 四半期純損失 

24 年 3 月期第１四半期 
  百万円 

360 

       ％

（－） 

  百万円 

917 

       ％

（－） 

   百万円 

646 

       ％

（－） 

 

 1 株当たり四半期純損失 業務粗利益 業務純益 

24 年 3 月期第１四半期 
      円    銭 

161,636    63 

   百万円 

246 

       ％

（－） 

   百万円 

△917 

       ％

（－） 

（2） 財政状態 

 総資産 純資産 自己資本比率 1 株当たり純資産

24 年 3 月期第１四半期 
      百万円 

515,793 

       百万円 

38,327 

          ％ 

7.43 

       円   銭 

9,581,943   65 

 

単体自己資本比率
（国内基準） 

単体基本的 
項目比率 

単体自己資本の額
単体基本的 
項目の額 

単体総所要 
自己資本額 

             ％ 

60.60 

         ％ 

60.60 

      百万円 

38,334 

       百万円 

38,334 

       百万円 

2,530 

（注）1. 「自己資本比率」は、期末純資産の部合計を期末資産の部合計で除して算出しております。 

   2. 「単体自己資本比率（国内基準）」は、「銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状

況が適当であるかどうかを判断するための基準（平成 18 年金融庁告示第 19 号）」に基づき算出しております。なお、「銀行法第 14 条の 2

の規定に基づき、銀行がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準の特例（平成

20 年金融庁告示第 79 号）」を適用しております。 

 

 預金残高 貸出金残高 有価証券残高 

24 年 3 月期第１四半期 
       百万円

408,371 

       百万円

1,500 

       百万円 

400,289 

2. その他 

（1） 会計処理の方法における簡便な方法の採用の有無： 無 

（2） 最近事業年度からの会計処理の方法の変更の有無： 無 

（3） 監査法人による監査の有無： 無 

（4） 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数 ：24 年 3 月期第１四半期 4,000 株 

② 期中平均株式数（四半期累計期間） ：24 年 3 月期第１四半期 4,000 株 



1. 四半期財務諸表 

 

（1） 四半期貸借対照表 

（百万円） 

 科 目  
平成 24 年 3 月期第 1 四半期末 

（平成 23 年 6 月 30 日現在） 

 （資産の部）   

  現 金 預 け 金    78,388

  コ ー ル ロ ー ン   30,000

  有 価 証 券   400,289

  貸 出 金   1,500

 外 国 為 替  0

  そ の 他 資 産   836

  有 形 固 定 資 産   2

  無 形 固 定 資 産   4,597

  繰 延 税 金 資 産   178

  資 産 の 部 合 計   515,793

 （負債の部）  

  預 金   408,371

  そ の 他 負 債   69,048

  賞 与 引 当 金   23

  退 職 給 付 引 当 金   21

  負 債 の 部 合 計   477,465

 （純資産の部）  

  資 本 金   20,000

  資 本 剰 余 金   20,000

  利 益 剰 余 金   △ 1,665

  株 主 資 本 合 計   38,334

  その他有価証券評価差額金   △ 7

 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益  1

  評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計   △ 6

  純 資 産 の 部 合 計   38,327

  負 債 及 び純 資 産 の部 合 計   515,793

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 



（2） 四半期損益計算書 

（百万円） 

   科 目  
 平成 24 年 3 月期第 1 四半期

（平成 23 年 4 月１日～ 
平成 23 年 6 月 30 日） 

  経 常 収 益  360

   資 金 運 用 収 益  198

    （ う ち 貸 出 金 利 息 ）  （ 3 ）

    （うち有価証券利息配当金）  （ 161 ）

   役 務 取 引 等 収 益  1

   そ の 他 業 務 収 益  160

   そ の 他 経 常 収 益  -

  経 常 費 用  1,278

   資 金 調 達 費 用  83

    （ う ち 預 金 利 息 ）  （ 74 ） 

   役 務 取 引 等 費 用  15

   そ の 他 業 務 費 用  15

   営 業 経 費  1,163

   そ の 他 経 常 費 用  0

  経 常 損 失  917

  特 別 利 益  -

  特 別 損 失  0

  税 引 前 四 半 期 （当 期 ）純 損 失  917

  法 人 税 、住 民 税 及 び事 業 税  △ 303

  法 人 税 等 調 整 額  32

  四 半 期 当 期 純 損 失  646

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 

 

（3） 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

平成 23 年 4 月 1 日を払込期日とする第三者割当増資の実施により、資本金が 19,700 百万円、資本剰余金が

19,700 百万円増加しております。 

 

2. 金融再生法ベースのカテゴリーによる開示 

（百万円） 

 平成 24 年 3 月期第 1 四半期末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 - 

危険債権 - 

要管理債権 - 

（注）上記は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律」に基づくものであります。 


